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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の階調特性で生成された第１の種別の画像と、前記第１の階調特性よりも高輝度側
の階調性が高い第２の階調特性で生成された第２の種別の画像とを表示させることが可能
な表示制御手段と、
　表示手段の設定輝度を、ユーザー操作に応じて、設定可能な複数の段階のいずれかに設
定する設定手段と、
　前記設定手段で設定された前記表示手段の設定輝度が前記複数の段階のうち最大の段階
でない第１の輝度である場合に、
　前記第１の種別の画像を前記表示手段に表示する場合には、前記表示手段の輝度を前記
第１の輝度とし、
　前記第２の種別の画像を前記表示手段に表示する場合、前記表示手段の輝度を、前記第
１の輝度よりも明るく、最も明るい階調の輝度も前記第１の輝度の場合よりも明るい第２
の輝度とするように制御する制御手段と
を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記第１の種別の画像は前記第１の階調特性で撮像された画像であり、前記第２の種別
の画像は前記第２の階調特性で生成された画像であることを特徴とする請求項１に記載の
表示制御装置。
【請求項３】
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　前記制御手段は、前記表示手段の輝度を前記第２の輝度として前記第２の種別の画像を
前記表示手段に表示していた状態から、撮像された画像ではない映像を表示する画面に切
り替わったことに応じて、前記表示手段の輝度を前記第１の輝度にするように制御するこ
とを特徴とする請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記表示手段の輝度設定が所定値以上に明るい輝度設定である場合に
は、前記第２の種別の画像の前記表示手段への出力ガンマ特性を、前記第１の種別の画像
の前記表示手段へ出力する際の第１の出力ガンマ特性よりも低輝度側を明るく表示する第
２の出力ガンマ特性とするように制御することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１
項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記所定値は、前記第２の輝度であることを特徴とする請求項４に記載の表示制御装置
。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記表示手段のバックライトの輝度を前記第１の輝度の場合よりも上
げることにより、前記表示手段の輝度を前記第２の輝度とするように制御することを特徴
とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記第２の種別の画像を表示する際の視認性のアシスト機能をオンとするか否かを設定
可能な設定手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記アシスト機能がオンに設定されていない場合には、前記第２の種
別の画像を表示手段に表示する場合であっても、前記表示手段の輝度を、前記第１の輝度
から変更しないように制御することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の
表示制御装置。
【請求項８】
　撮像手段と、
　前記撮像手段で撮像を行う際に用いる階調特性がそれぞれ異なる複数のモードであって
、前記第１の階調特性を用いる第１のモードと前記第２の階調特性を用いる第２のモード
とを少なくとも含む複数のモードの何れかに設定可能なモード設定手段とを更に有し、
　前記制御手段は、前記第２のモードで撮像されているライブビュー画像を前記表示手段
に表示する場合に、前記表示手段の輝度を、前記第１のモードで撮像されているライブビ
ュー画像を前記表示手段に表示する場合の輝度よりも明るい輝度とするように制御するこ
とを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　記録された画像と該画像の属性情報とを取得する取得手段と、
　前記制御手段は、前記取得手段で取得された属性情報に基づいて、前記第２の種別の画
像であることを示す属性情報が付与された画像を再生する際に、前記表示手段の輝度を前
記第２の輝度とするように制御することを特徴とする請求項１乃至８の何れか１項に記載
の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記取得手段で取得された属性情報に基づいて、前記第２の種別の画
像であることを示す属性情報が付与された画像を再生する際、当該画像と共に前記第２の
種別の画像であることを示す表示アイテムを表示するように制御することを特徴とする請
求項９に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、複数の画像を１画面に表示するマルチ表示を行う際には、該複数の画
像に前記第２の種別の画像が含まれていても前記表示手段の輝度を、前記第１の輝度から
変更しないように制御することを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項１２】
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　前記制御手段は、前記表示手段の輝度を前記第２の輝度として前記第２の種別の画像を
前記表示手段に表示していた状態から、前記表示手段の設定を行うメニュー画面に切り替
わったことに応じて、前記表示手段の輝度を前記第１の輝度にするように制御することを
特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記メニュー画面の階層下における、前記第２の種別の画像とともに
表示される設定画面を表示する際には、前記表示手段の輝度を、前記第１の輝度から前記
第２の輝度に変更するように制御することを特徴とする請求項１２に記載の表示制御装置
。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記第１の輝度から前記第２の輝度に変更して前記第２の種別の画像
を表示手段に表示する場合、前記第２の種別の画像と共に表示される表示アイテムの描画
する明るさを暗くするように制御することを特徴とする請求項１乃至１３の何れか１項に
記載の表示制御装置。
【請求項１５】
　前記第１の階調特性と前記第２の階調特性は、被写体の輝度を階調値に変換する際の階
調特性であり、前記第２の階調特性は、前記第１の階調特性よりも、被写体の中間輝度か
ら低輝度側の階調性が低く、高輝度側に割り当てられる階調値の数が多い階調特性である
ことを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１６】
　前記第２の輝度は、全ての諧調において前記第１の輝度の場合の対応する諧調よりも明
るいことを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１７】
　第１の階調特性で生成された第１の種別の画像と、前記第１の階調特性よりも高輝度側
の階調性が高い第２の階調特性で生成された第２の種別の画像とを表示させることが可能
な表示制御ステップと、
　表示手段の設定輝度を、ユーザー操作に応じて、設定可能な複数の段階のいずれかに設
定する設定ステップと、
　前記設定ステップで設定された前記表示手段の設定輝度が前記複数の段階のうち最大の
段階でない第１の輝度である場合に、
　前記第１の種別の画像を前記表示手段に表示する場合には、前記表示手段の輝度を前記
第１の輝度とし、
　前記第２の種別の画像を前記表示手段に表示する場合、前記表示手段の輝度を、前記第
１の輝度よりも明るく、最も明るい階調の輝度も前記第１の輝度の場合よりも明るい第２
の輝度とするように制御する制御ステップと
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項１８】
　コンピュータを、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項１９】
　コンピュータを、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御装置及びその制御方法に関し、特に、表示装置の輝度制御に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被写体を撮像装置で撮影し、その映像を表示装置に表示し視聴する映像システム
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が知られている。この種の映像システムでは、撮影時において、撮像装置は、撮像装置の
ガンマ特性に基づいて被写体輝度をコード値に変換することで被写体の階調を映像信号に
変換する。そして、表示時において、表示装置は、表示装置のガンマ特性に基づいて、映
像信号のコード値を出力輝度値に変換する。以上のような処理により、非常に広いダイナ
ミックレンジを持つ実世界の被写体のうち、限られた明るさの範囲を切り出し、表示装置
の限定的な狭いダイナミックレンジの中におさめて表示することができる。一般に、撮影
時に撮像装置において実用的な入力ダイナミックレンジを確保するために、ニー補正処理
を用いて入力ダイナミックレンジを広げる工夫がなされている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２２３３７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般には、撮像装置は、中輝度から高輝度の領域のコントラストを圧縮することにより
、実用的な入力ダイナミックレンジを確保するようにしている。ところが、その場合、撮
像装置のガンマ特性と表示装置のガンマ特性を合わせたシステムトータルでの階調特性は
、低輝度部に対して高輝度部のコントラストが圧縮された不自然な階調特性となってしま
う。このような不具合を回避するために、撮像装置のガンマ特性と表示装置のガンマ特性
を合わせたシステムトータルでの階調特性を輝度リニアにすることが考えられる。階調特
性を輝度リニアにすることで暗部からハイライト部までの全域でより自然な階調性で表現
することが可能となる。しかし、輝度リニアの階調特性の映像を表示装置で表示する場合
、輝度リニアの階調特性ではない一般的な階調特性に比べて、自然な階調性ではあるが、
中低輝度が暗くなる。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑み、従来よりも輝度リニアに近い階調特性の映像を表示する際の
中低輝度部の視認性を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の表示制御装置は、
　第１の階調特性で生成された第１の種別の画像と、前記第１の階調特性よりも高輝度側
の階調性が高い第２の階調特性で生成された第２の種別の画像とを表示させることが可能
な表示制御手段と、
　表示手段の設定輝度を、ユーザー操作に応じて、設定可能な複数の段階のいずれかに設
定する設定手段と、
　前記設定手段で設定された前記表示手段の設定輝度が前記複数の段階のうち最大の段階
でない第１の輝度である場合に、
　前記第１の種別の画像を前記表示手段に表示する場合には、前記表示手段の輝度を前記
第１の輝度とし、
　前記第２の種別の画像を前記表示手段に表示する場合、前記表示手段の輝度を、前記第
１の輝度よりも明るく、最も明るい階調の輝度も前記第１の輝度の場合よりも明るい第２
の輝度とするように制御する制御手段と
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、従来よりも輝度リニアに近い階調特性の映像を表示装置で表示する際
の中低輝度部の視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】撮像装置１００の構成を示す概略構成図。
【図２】撮像装置１００の外観を示す斜視図。
【図３】ガンマ特性の説明図。
【図４】撮像時に適用されるガンマ特性を説明するフローチャート。
【図５】カメラモード処理のフローチャート。
【図６】カメラモード処理における表示例を示す図。
【図７】再生モード処理のフローチャート。
【図８】パネル輝度設定処理のフローチャート。
【図９】ガイド表示処理のフローチャート。
【図１０】停止中画面処理のフローチャート。
【図１１】再生モードにおける表示例を示す図。
【図１２】編集処理のフローチャート。
【図１３】編集処理における表示例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜第１実施形態＞
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１１】
　＜ハードウェア構成＞
　図１に、表示制御装置の一例としてのデジタルカメラ（以下、撮像装置１００）の概略
構成図を示す。
【００１２】
　図１において、レンズ１０１はフォーカスレンズ、ズームレンズ等の複数のレンズを含
むレンズ群であり、レンズ１０１の後方には絞り１０２が配置されている。レンズ１０１
、絞り１０２を介した光は、イメージセンサ１０５の結像面上に被写体像として結像され
る。イメージセンサ１０５において、結像された被写体像は光信号から映像信号（映像デ
ータ）に変換される。イメージセンサ１０５により得られた映像信号は、信号処理部１１
２に送られる。信号処理部１１２は、カメラマイコン１１１の制御下で、ＷＢ補正部１０
７によるホワイトバランス補正処理、エッジ強調部１０８によるエッジ強調処理、γ補正
部１０９によるガンマ補正処理を映像信号に対して施す。
【００１３】
　また、輝度／色情報検出部１１０は、画像を水平、垂直方向に分割して、複数の輝度／
色情報検出枠を設定し、輝度／色情報検出枠内の画素値を積分することで、被写体の各検
出枠における輝度情報及び色情報を検出する。輝度／色情報検出部１１０によって検出さ
れた輝度情報および色情報は、カメラマイコン１１１に送られる。カメラマイコン１１１
は、取得した、輝度及び色などの被写体情報を用いて、ホワイトバランス補正処理、エッ
ジ強調処理、ガンマ補正処理に用いる補正値を算出し、算出した補正値に基づきホワイト
バランス補正処理、エッジ強調処理、ガンマ補正処理を行う。ここで、ガンマ補正処理に
用いられる撮像装置１００のガンマ特性は、撮像装置の撮影モードが高輝度優先モードで
あれば高輝度優先用のガンマ補正カーブであり、撮像装置の撮影モードが通常撮影モード
であれば通常撮影用のガンマ補正カーブである。高輝度優先用のガンマ補正カーブについ
ては、後で詳しく述べる。また、信号処理部１１２におけるホワイトバランス補正処理、
エッジ強調処理、ガンマ補正処理、輝度／色情報検出処理以外の処理については、ここで
は図示および説明を省略する。
【００１４】
　映像信号は、信号処理部１１２において信号処理を施されたのち、本体ディスプレイ１
１６に出力されるか、あるいは、外部Ｉ／Ｆ１１９を介し、外部ディスプレイ１２０に出
力される。外部Ｉ／Ｆ１１９は、外部表示装置へ映像を出力可能であり、ＨＤＭＩ（登録
商標）、ＳＤＩ、コンポジット、コンポーネント等があげられる。カメラマイコン１１１
は、外部Ｉ／Ｆ１１９に外部ディスプレイ１２０が接続されているか否かを検知すること
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が可能である。
【００１５】
　本体ディスプレイ１１６は、撮像装置１００に備えられた表示部である。本体ディスプ
レイ１１６では、イメージセンサ１０５で撮像された画像（動画／静止画）や、メモリカ
ード１１８、磁気テープ１１５、ＤＶＤ１１７などの記録媒体から再生した画像を表示す
ることができる。また、本体ディスプレイ１１６には各種設定情報やメニュー画面などが
表示される。本実施形態において、本体ディスプレイ１１６は画面に対するタッチ操作を
受け付け可能なタッチパネルであるものとする。本体ディスプレイ１１６はたとえば有機
ＥＬ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイであり
、後述する輝度設定は、有機ＥＬディスプレイの自己発光の輝度設定である。ただし、本
体ディスプレイ１１６は有機ＥＬに限られるものではなく、液晶ディスプレイなどの他の
方式のディスプレイが採用されてもよい。なお、液晶ディスプレイの場合、輝度設定はバ
ックライトの輝度設定となる。
【００１６】
　図１には不図示であるが、図２で後述するＥＶＦ２０４にも、本体ディスプレイ１１６
と同じ表示内容を表示することができる。外部ディスプレイ１２０は撮像装置１００に含
まれる構成ではなく、外部Ｉ／Ｆ１１９を介して接続可能な、テレビ、映像確認用の業務
用ディスプレイ、タブレット型のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の外部機器である。
また、信号処理部１１２において信号処理を施された信号は、磁気テープ１１５、あるい
はＤＶＤ１１７、あるいはメモリカード１１８に記録される。
【００１７】
　さらに、カメラマイコン１１１は、センサ制御部１０６を通じて、イメージセンサ１０
５における信号の蓄積、読み出しなどの制御を行う。また、カメラマイコン１１１は、レ
ンズ制御部１０３を通じて、レンズ１０１のフォーカス、ズームなどの制御を行う。また
、カメラマイコン１１１は、輝度／色情報検出部１１０によって検出された輝度情報およ
び色情報を基に、絞り制御部１０４を通じて、絞り１０２の制御を行う。また、カメラマ
イコン１１１は、センサ制御部１０６を通じて、シャッタースピードの制御を行うことで
、露出制御を行う。また、カメラマイコン１１１は、レンズ制御部１０３を通じてレンズ
１０１を駆動するか、あるいは、信号処理部１１２を制御することで、使用者の撮影時の
手ぶれを補正する。
【００１８】
　カメラマイコン１１１は撮像装置１００全体を制御する制御部であり、ＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などのプロセッサーである。ＲＯＭ１１１
ａはカメラマイコン１１１の動作用の定数や各種設定値、後述する各種フローチャートを
実現するプログラムを格納した不揮発性の記録媒体である。ＲＡＭ１１１ｂは、カメラマ
イコン１１１の動作用のワークメモリである。後述の各種フローチャートの処理は、カメ
ラマイコン１１１が、ＲＯＭ１１１ａに記録されたプログラムを、ＲＡＭ１１１ｂに展開
して実行することで実現する。
【００１９】
　図２は、撮像装置１００の外観を示す斜視図である。図２において、本体部２０１は撮
像装置１００の本体部である。撮像装置１００の内部には、ＤＶＤ、磁気テープおよびメ
モリカードなどの着脱可能な記録媒体が収納され、映像信号および静止画像を記録・再生
可能である。なお、内蔵の記録媒体を備えていても良い。レンズ部２０２はレンズ１０１
が備えられたレンズ部である。マイク２０３は撮影時の音声を記録するために備えられた
集音部である。ＥＶＦ２０４は電子式ビューファインダ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｖｉｅ
ｗ　Ｆｉｎｄｅｒ）である。ユーザは、ＥＶＦ２０４を覗き込むことにより、カメラ撮影
時に、現在の設定内容や撮影されている被写体のライブビュー（以下、ＬＶ）を確認する
ことができる。
【００２０】
　動画用トリガスイッチ２０５はプッシュボタンであり、動画撮影（動画の記録）の開始
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および終了を指示するために使用者が操作するスイッチである。静止画用トリガスイッチ
２０６はプッシュボタンであり、静止画の撮影開始および終了を指示するために使用者が
操作するスイッチである。モードダイヤル２０７は、再生モードに設定する“再生”、カ
メラモードに設定する“カメラ”およびそのいずれでもない“ＯＦＦ”のいずれかを選択
できる回転式のスイッチである。本実施形態では、モードダイヤル２０７で選択できるの
は、カメラモード、再生モード、電源ＯＦＦの３つとして説明するが、他のモード（例え
ば外部機器と無線通信する通信モード等）に切り替え可能としてもよい。
【００２１】
　操作スイッチ群２０８は、使用者が本体を操作するためのスイッチやキーであり、たと
えば、画質フィルタモードを入力するためのキーや、その他のメニュー操作や再生系の操
作などのためのキーが含まれる。また、操作スイッチ群２０８には、例えば、メニュー画
面を表示させるためのメニューボタン、選択肢の中から項目を選択する操作などの使われ
る上キー、下キー、左キー、右キーを含む方向キー、選択確定などの操作に使われるセッ
トボタンなども含まれる。
【００２２】
　本体ディスプレイ１１６は本体部２０１に対して回動可能に連結されたバリアングルモ
ニタに備えられている。バリアングルモニタは、本体部２０１に対して本体ディスプレイ
１１６の表示面が対向する閉位置から開いた状態への軸方向と、開いた状態で表示面が撮
影者側（ＥＶＦ２０４側）を向く開位置から被写体側を向く反転開位置への軸方向との２
軸で回転可能である。図２では、バリアングルモニタが開位置である例を示している。ス
ピーカ２１０は、動画を再生するときに音声を出力したり警告音を出力したりするための
発音部である。バッテリ２１１は、本体部２０１と着脱可能になっている電源部である。
【００２３】
　＜高輝度優先モードと通常（スタンダード）のガンマ特性＞
　撮像装置１００では、撮影時のガンマ特性（ガンマ補正カーブ）として、通常（スタン
ダード）のガンマ特性と、高輝度優先のガンマ特性のどちらを用いるか（撮影ガンマモー
ド）をユーザが選択して撮影することが可能である。高輝度優先のガンマ特性を用いる場
合は高輝度優先モード（Ｈｉｇｈｌｉｇｈｔ　Ｐｒｉｏｒｉｔｙモード、以下、ＨＰモー
ドと略す場合がある）に設定し、通常のガンマ特性を用いる場合はスタンダードモードに
設定する。以上のような撮影ガンマモードの設定は、たとえば図６（ｂ）を用いて後述す
る撮影ガンマモード切替画面での操作により行われ、その設定結果（ＨＰモードかスタン
ダードモードか）はＲＡＭ１１１ｂに保持される。
【００２４】
　次に、高輝度優先モード用のガンマ補正特性について、図３を参照しながら説明する。
図３は、撮像装置１００の高輝度優先モード用のガンマ特性を説明する図である。図３（
ａ）において、ガンマ特性３０１は入力ダイナミックレンジｘ１に対応するガンマ特性で
あり、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．７０９などで規格化されているガンマ特性である。ガンマ特性
３０２は入力ダイナミックレンジｘ２に対応するガンマ特性であり、入力ダイナミックレ
ンジを実用的な範囲に広げた場合を表している。ガンマ特性３０２は、ガンマ特性３０１
を基準にした場合、ガンマ特性の一部のコントラストを圧縮することをせずに、入力コー
ドに対する出力コードの関係を一定に保ち、低輝度から高輝度までのビットの割り振りを
固定する特性となっている。
【００２５】
　図３（ｂ）に、高輝度優先のガンマ特性と、通常（スタンダード）のガンマ特性の例を
示す。ガンマ特性３０３（第２の階調特性）は、ＨＰモードで被写体の輝度（撮像信号）
を階調値（映像信号）に変換する際に用いられる撮像装置１００（イメージセンサ１０５
）の高輝度優先のガンマ特性である。撮像時のガンマ特性３０３と表示時のガンマ特性３
０４（本体ディスプレイ１１６に出力する際のガンマ特性）を合わせたシステムトータル
では、階調特性３０５が得られる。ＨＰモードを使用した場合の階調特性３０５は、中輝
度から高輝度の領域に対しても、コントラストが圧縮されることはなく、低輝度部から高
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輝度部までの全領域において、リニアな特性を実現できている。
【００２６】
　ここで、基準となる入力ダイナミックレンジｘ１に対応する撮像装置のガンマ特性を
　ｙ＝ｆ（ｘ）
とすると、入力ダイナミックレンジをｔ倍にする際の撮像装置１００のガンマ特性は、
　ｙ＝ｆ（ｘ／ｔ）
とすることで得られる。なお、入力ダイナミックレンジは、製品ごとに適正に設定されて
もよいし、同一製品内での撮影モードごとに適正に設定されてもよいし、同一撮影モード
内において撮影シーンごとに適応的に設定されてもよい。
【００２７】
　このように、ＨＰモードを利用すると、入力のダイナミックレンジによらず、ガンマ補
正処理によるコントラスト圧縮を回避することができ、暗部からハイライト部まで全域で
、より自然な階調性、色再現性、鮮鋭感を実現することが可能となる。特に、金属の輝き
、水の透明感、青空や雲の立体感、スキントーン等の階調性、色再現性、鮮鋭感を格段に
向上することができる。
【００２８】
　一方、ガンマ特性３０６（第１の階調特性）は、通常（スタンダード）モードで被写体
の輝度（撮像信号）を階調値に変換する際に用いられる撮像装置１００（イメージセンサ
１０５）のガンマ特性である。撮像時のガンマ特性３０６と表示時のガンマ特性３０４（
本体ディスプレイ１１６に出力する際のガンマ特性）を合わせたシステムトータルでは、
階調特性３０７が得られる。ＨＰモードのガンマ特性３０３と通常モードのガンマ特性３
０６では。ＨＰモードのガンマ特性３０３のほうが高輝度側の階調性が高い。すなわち、
被写体輝度の高輝度側に割り当てられる階調値（コード値）の数が多い。逆に、ＨＰモー
ドのガンマ特性３０３と通常モードのガンマ特性３０６では。ＨＰモードのガンマ特性３
０３のほうが低～中間輝度側の階調性が低い。すなわち、被写体輝度の低輝度～中輝度に
割り当てられる階調値（コード値）の数が少ない。そのため、通常（スタンダード）モー
ドを使用して撮像した映像を表示した場合の階調特性３０７は、実被写体の階調特性に対
して高輝度部の輝度変化が減少してしまい、リアリティー（自然な階調性、色再現性、鮮
鋭感）については階調特性３０５よりも低い。言い換えれば、通常モードを使用して撮像
した映像を表示した場合、ＨＰモードを使用して撮像した映像を表示した映像よりも、被
写体の高輝度部分が色潰れ（白トビ）しやすい。また、ＨＰモードを使用して撮像した映
像を表示した場合、通常モードを使用して撮像した映像を表示した映像よりも、被写体の
高輝度部分の階調が滑らかに見える。このため、ＨＰモードを使用して撮像された映像は
、金属の輝き、水の透明感、青空や雲の立体感など、高輝度部分の視認性が向上する。一
方で、階調特性３０７の低輝度から中輝度の部分は実被写体の階調特性よりも持ちあがっ
ており、階調特性３０５を用いた画像よりも低輝度から中輝度の部分が明るく見える。
【００２９】
　次に、撮像装置１００におけるカメラマイコン１１１による、高輝度優先モード時のガ
ンマ補正処理、メタデータ記録処理について、図４のフローチャートを参照しながら説明
する。図４は、撮像装置１００で行われるカメラ階調補正処理を示すフローチャートであ
る。この処理は、撮像装置１００をカメラモードで起動し、ライブビュー（ＬＶ）の撮影
が開始されると繰り返し行われ、ＬＶ画像および動画記録開始後の記録用の撮像画像の双
方に適用される処理である。なお、図４の処理は、図５で後述するカメラモード処理で行
われるガンマ特性別のＬＶ表示、動画記録の処理の部分に特化して詳細に説明したもので
ある。
【００３０】
　Ｓ４０１では、カメラマイコン１１１は、入力ダイナミックレンジを決定する。ここで
の入力ダイナミックレンジは、カメラモードに含まれる複数の撮影モード毎に予め設定さ
れた所定値であるか、あるいは、輝度／色情報検出部１１０によって検出された輝度情報
および色情報を基に算出された値である。Ｓ４０２では、カメラマイコン１１１は、輝度
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／色情報検出部１１０によって検出された輝度情報および色情報を基に露出制御を行う。
【００３１】
　Ｓ４０３では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂに保持された撮影ガンマモー
ドが高輝度優先モード（ＨＰモード）かどうかを判断する。高輝度優先モードの場合、処
理はＳ４０４に遷移し、ガンマ補正処理に用いるガンマ補正特性を高輝度優先用のガンマ
補正カーブに決定する。Ｓ４０５では、カメラマイコン１１１は、撮影される画像に関し
て高輝度優先モードに対応したメタデータの記録を行う。ここで、記録されるメタデータ
は、高輝度優先モードを表すためのフラグ、入力ダイナミックレンジ、あらかじめ設定さ
れた表示輝度の基準値に対する倍率、ピーク輝度値、撮像装置１００におけるガンマ形状
情報やベースガンマなどである。
【００３２】
　一方、Ｓ４０３で高輝度優先モードではなくスタンダードモードと判定された場合、Ｓ
４０６でカメラマイコン１１１は、ガンマ補正処理に用いるガンマ補正特性を通常撮影用
のガンマ補正カーブに決定する。Ｓ４０７では、カメラマイコン１１１は、撮影される画
像に関してスタンダードモードに対応したメタデータの記録を行う。ここで、記録するメ
タデータは、通常撮影モードを表すためのフラグ、入力ダイナミックレンジ、あらかじめ
設定された表示輝度の基準値に対する倍率、ピーク輝度値、撮像装置１００におけるガン
マ形状情報やベースガンマなどである。
【００３３】
　Ｓ４０８では、カメラマイコン１１１は、決定したガンマ補正特性に基づいてガンマ補
正処理を行い、カメラの階調補正処理を終了する。カメラマイコン１１１は、カメラモー
ドが終了するまで、カメラ階調補正処理を繰り返す。
【００３４】
　＜カメラモード処理＞
　図５に、撮像装置１００におけるカメラモードの処理のフローチャートを示す。撮像装
置１００をカメラモードで起動すると、図５の処理を開始する。
【００３５】
　Ｓ５０１では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂに保持している撮影ガンマモ
ードが高輝度優先モード（ＨＰモード）であるかどうかを判定する。撮影ガンマモードが
ＨＰモードであった場合には処理はＳ５０２へ遷移し、ＨＰモードでなかった場合には処
理はＳ５０３へ遷移する。
【００３６】
　Ｓ５０２では、カメラマイコン１１１は、パネル輝度設定処理（図８のフローチャート
により後述）を行う。Ｓ５０３では、カメラマイコン１１１は、ＲＯＭ１１１ａに記憶し
ている本体ディスプレイ１１６用のユーザー設定輝度を読み出し、ユーザー設定輝度で本
体ディスプレイ１１６を表示する。なお、本体ディスプレイ１１６の設定輝度は、図６（
ｄ）を参照して後述するような輝度設定画面から設定される。また、ビューアシスト時に
モニターガンマが変更されていれば、それを元に戻した通常のモニターガンマで表示する
。以下、「ユーザー設定輝度で本体ディスプレイ１１６を表示する」と記載した場合は、
モニターガンマは、ビューアシスト時に変更されたもの（後述のガンマ特性３１２）では
なく、通常のモニターガンマ（後述のガンマ特性３０４）を適用するものとする。Ｓ５０
４では、カメラマイコン１１１は、イメージセンサ１０５で撮像され、信号処理部１１２
において信号処理された映像データ（ＬＶ画像）を本体ディスプレイ１１６に表示する。
図６（ａ）に、本体ディスプレイ１１６におけるＬＶ画像６００の表示例を示す。この画
面は、ＨＰモードであればＳ５０２のパネル輝度設定処理に応じた輝度で表示される。
【００３７】
　Ｓ５０５では、カメラマイコン１１１は撮影ガンマモード切り替え画面を本体ディスプ
レイ１１６に表示させる指示があったか否かを判定する。切り替え画面を表示させる指示
があった場合には処理はＳ５０６へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ５１０へ遷移す
る。
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【００３８】
　Ｓ５０６では、カメラマイコン１１１は図６（ｂ）に示すような切り替え画面（撮影ガ
ンマモード設定画面）を生成し、本体ディスプレイ１１６に表示する。撮影ガンマモード
切り替え画面には、撮影ガンマモードとしてスタンダード（第１のモード）を選択するた
めの選択肢６０１と、ＨＰモード（第２のモード）を選択するための選択肢６０２が表示
される。方向キーあるいはタッチ操作によって選択肢６０１と６０２うち何れかを選択す
ると、選択した選択肢に関する説明（ガイド）が表示される。図６（ｂ）の例では、ＨＰ
モードの選択肢６０２が選択されているため、ＨＰモードに関する説明であるガイド６０
３が表示されている。ガイド６０３には、「高輝度領域も圧縮せずに自然な階調で撮影し
ます。外部モニターを明るめに設定することでより高精細な映像を楽しめます」と表示さ
れている。すなわち、ＨＰモードでどんな撮影ができるかの説明、及び、外部モニターの
設定輝度を上げることをユーザに促す旨が表示されている。
【００３９】
　Ｓ５０７では、カメラマイコン１１１は切り替え画面にてユーザから何れかの選択肢（
スタンダード／高輝度優先モード）が選択され決定する操作がされたか否かを判定する。
選択肢６０１と６０２の何れかを選択した状態でセットボタンが押下されるか、あるいは
閉じるアイコン６０４がタッチされると、選択している撮影ガンマモードで決定（設定）
する。切り替え画面にてユーザから何れかの選択肢が選択され決定する操作がされた場合
はＳ５０８へ遷移し、そうでない場合はＳ５０９へ遷移する。
【００４０】
　Ｓ５０８では、カメラマイコン１１１は、Ｓ５０７でユーザから選択された撮影ガンマ
モードを決定し、決定された撮影ガンマモードをＲＡＭ１１１ｂに保持する。なお、決定
された撮影ガンマモードは、ＲＯＭ１１１ａに記録されても良い。Ｓ５０９では、カメラ
マイコン１１１は、切り替え画面を閉じる操作があったか否かを判定する。閉じる操作が
あった場合には処理はＳ５０１へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ５０７へ遷移する
。切替画面を閉じる操作としては例えば、メニューボタンの押下がある。
【００４１】
　一方、Ｓ５０５において撮影ガンマモード切り替え画面を表示させる指示ではなかった
場合、処理はＳ５１０へ遷移し、カメラマイコン１１１は、メニュー画面を表示させる指
示操作があったか否かを判定する。メニュー画面を表示させる指示操作としては、例えば
メニューボタンの押下がある。メニュー画面を表示させる指示操作があった場合には処理
はＳ５１１へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ５３１へ遷移する。
【００４２】
　Ｓ５１１では、カメラマイコン１１１は、ＲＯＭ１１１ａに保持している本体ディスプ
レイ１１６用のユーザ設定輝度を読み出し、ユーザ設定輝度で本体ディスプレイ１１６に
メニュー画面のトップメニューを表示する。すなわち、ビューアシスト設定がオンでＨＰ
モードであったことにより本体ディスプレイ１１６の輝度をユーザが設定したユーザ設定
輝度よりも上げていた場合にも、メニュー画面に表示を切り替えたことに応じてユーザ設
定輝度に戻す。これは、メニュー画面が撮像された画像ではない映像を表示する画面（撮
像された画像が表示されない画面）であるためである。
【００４３】
　Ｓ５１２では、カメラマイコン１１１は、メニュー画面にある複数のメニュー項目のう
ち、ビューアシスト設定をするためのメニュー項目が選択されたかどうかを判定する。ビ
ューアシスト設定のメニュー項目が選択された場合には処理はＳ５１３へ遷移し、そうで
ない場合には処理はＳ５１６へ遷移する。Ｓ５１３では、カメラマイコン１１１は、ビュ
ーアシスト設定画面を本体ディスプレイ１１６に表示し、ユーザから設定が選択されたか
否かを判定する。
【００４４】
　図６（ｃ）に、本体ディスプレイ１１６でのビューアシスト設定画面の表示例を示す。
ビューアシスト設定画面には、ビューアシストをオン（有効）とする選択肢６１１と、ビ
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ューアシストをオフ（無効）とする選択肢６１２が表示され、ユーザは何れかを選択して
設定することができる。ビューアシストは、ＨＰモードで撮影を行う際、及びＨＰモード
で撮影された画像を再生して本体ディスプレイ１１６に表示する際の視認性に関するアシ
スト機能である。ビューアシストがオンに設定されていると、ＨＰモードで撮影されたラ
イブビュー画像を表示する際、及びＨＰモードで撮影された画像を再生して表示する際に
ディスプレイ１１６の輝度を自動的に上げる（自動的に輝度変更する）。ビューアシスト
は、カメラモード時だけでなく、再生モード等においてＨＰモードで記録された映像を再
生表示する際にも適用される。
【００４５】
　撮像時に適用するＨＰモードでの入力ガンマ特性は、ディスプレイに表示出力する際の
出力ガンマ特性を合わせたシステムトータルでの階調特性を輝度リニアにすることで、暗
部からハイライト部までの全域でより自然な階調性で表現するためのガンマ特性である。
しかし、輝度リニアの階調特性の映像を表示すると、自然な階調性ではあるが、通常の入
力ガンマ特性で記録された映像に比べて、中低輝度が暗くなってしまう。この中低輝度の
見栄えを良くするためにビューアシストの機能が備えられており、ビューアシスト設定を
オンとすることで、ディスプレイの表示輝度を上げ、中低輝度が暗くならないように表示
することができる。なお、ビューアシスト設定がオフの場合はＨＰモードであっても表示
輝度を自動的に上げることはしない。
【００４６】
　十字キーの上下キーへの操作あるいは選択肢６１１または選択肢６１２へのタッチ操作
によって選択肢６１１と選択肢６１２の何れかを選択する操作があると、処理はＳ５１４
に遷移する。Ｓ５１４では、カメラマイコン１１１はＳ５１３で選択された設定（ビュー
アシストのオン／オフ）をＲＡＭ１１１ｂに保持する。なお、電源を切っても設定を保持
するよう、ＲＯＭ１１１ｂに記録しても良い。ビューアシストがオンからオフに設定変更
された場合は、ビューアシストが解除される。すなわち、この後に表示されるＨＰ動画は
、ビューアシスト時に上げた本体ディスプレイ１１６の輝度を戻した状態、ビューアシス
ト時にモニターガンマが変更されていれば、それを元に戻した状態で表示される。Ｓ５１
５では、カメラマイコン１１１はビューアシスト設定画面を閉じる操作（メニューボタン
の押下また閉じるアイコン６１３へのタッチ操作）があったか否かを判定する。閉じる操
作があった場合には処理はＳ５０１へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ５１３へ遷移
する。
【００４７】
　Ｓ５１６では、カメラマイコン１１１は、メニュー画面にある複数のメニュー項目のう
ち、信号処理部１１２において信号処理されたＬＶ画像（映像データ）を背景に表示する
設定画面に遷移するメニュー項目が選択されたかどうかを判定する。ＬＶ画像を背景に表
示する設定画面に遷移するメニュー項目としては例えば、輝度設定、ズーム操作時の始点
と終点に慣性をつけるか否かを選択するソフトズームコントロール、ズーム操作時のズー
ム速度を変更するズームスピードレベルがある。これらのメニュー項目に関しては、ＬＶ
画像を背景に表示することで、設定の変化をよりユーザに把握しやすくさせることができ
る。ＬＶ画像を背景に表示する設定画面に遷移するメニュー項目が選択された場合には処
理はＳ５１７へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ５２１へ遷移する。
【００４８】
　Ｓ５１７では、カメラマイコン１１１はＲＡＭ１１１ｂに保持している撮影ガンマモー
ドが高輝度優先モードであるかどうかを判定し、ＨＰモードであった場合はＳ５１８へ遷
移し、ＨＰモードでなかった場合はＳ５１９へ遷移する。Ｓ５１８では、カメラマイコン
１１１はパネル輝度設定処理（図８のフローチャートにより後述）を行う。Ｓ５１９では
、カメラマイコン１１１は、Ｓ５１６で選択されたメニュー項目に応じた設定画面（ＬＶ
画像を背景に表示する設定画面）を表示し、ユーザからの設定変更操作に応じた設定を行
う。
【００４９】
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　図６（ｄ）に、Ｓ５１６で選択されたメニュー項目に応じた設定画面の一例としての、
輝度設定画面の表示例を示す。この画面は、メニュー画面の階層下における、ＨＰモード
で撮影された画像と共に表示可能な設定画面である。輝度設定画面では、本体ディスプレ
イ１１６の輝度として、２段階の設定値のうち何れかをユーザが選択して設定することが
できる。輝度設定画面には、ＬＶ画像６２３に重畳して、高輝度（ＨＩＧＨ）の選択肢６
２１と通常（ＮＯＲＭ）の選択肢６２２が表示される。ユーザが上下キーの操作あるいは
タッチ操作によって何れかの選択肢を選択すると、選択した輝度に設定され、選択した輝
度での表示が行われる。ユーザは、背景のＬＶ画像６２３の見栄えを確認しながら、好み
の輝度に設定することができる。設定された輝度はＲＯＭ１１１ａに記録され、ＨＰモー
ドでない場合の表示、ＨＰモードであるがビューアシスト機能がオフとなっている場合の
表示に適用される。ここで設定した輝度を、以下、「ユーザ設定輝度」と称する。本実施
形態では、ユーザ設定輝度としてユーザが選択できる輝度は２段階であるが、３段階以上
の多段階の中から選択できるようにしても良い。
【００５０】
　Ｓ５２０では、カメラマイコン１１１は、Ｓ５１９で表示した設定画面を閉じる操作が
あったか否かを判定する。閉じる操作があった場合には処理はＳ５０１へ遷移し、閉じる
操作がなかった場合には処理はＳ５１９へ遷移する。
【００５１】
　Ｓ５２１では、カメラマイコン１１１はメニュー画面を閉じる操作があったか否かを判
定する。閉じる操作があった場合には処理はＳ５０１へ遷移し、そうでない場合には処理
はＳ５２２へ遷移する。Ｓ５２２では、カメラマイコン１１１は、メニュー画面において
選択されたその他のメニュー項目に応じたその他の処理を行う。その他の処理（その他の
設定処理）としては、例えば、撮像する動画の画質に関する設定や、ＡＦ方式に関する設
定などがある。
【００５２】
　Ｓ５３１では、カメラマイコン１１１は、動画用トリガスイッチ２０５が押されたか否
かを判定する。押された場合はＳ５３２へ遷移し、そうでない場合はＳ５３８へ遷移する
。Ｓ５３２では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂに保持している撮影ガンマモ
ードがＨＰモードであるかどうかを判定する。ＨＰモードと判定された場合には処理はＳ
５３３へ遷移し、ＨＰモードではないと判定された場合（スタンダードモードだった場合
）には処理はＳ５３５へ遷移する。
【００５３】
　Ｓ５３３では、カメラマイコン１１１は磁気テープ１１５、あるいはＤＶＤ１１７、あ
るいはメモリカード１１８に、イメージセンサ１０５で撮像され、信号処理部１１２から
得られたＨＰモードでの映像を記録し始める。ＨＰモードでの映像は、Ｓ４０４で説明し
た通り、高輝度優先用のガンマ補正カーブ（ガンマ特性３０３）を適用して得られた映像
である。Ｓ５３４では、カメラマイコン１１１は、Ｓ５３３で記録している動画のメタデ
ータとして、ＨＰモードで撮影したことが識別可能な属性情報（以下、ＨＰ情報と称する
）を付与する。ＨＰ情報は、動画ファイルのヘッダとして記録してもよいし、動画ファイ
ルに関連付けられた管理ファイルに記録しても良い。
【００５４】
　Ｓ５３５では、カメラマイコン１１１は、磁気テープ１１５、あるいはＤＶＤ１１７、
あるいはメモリカード１１８に、イメージセンサ１０５で撮像され、信号処理部１１２か
ら得られた通常モードの映像を記録し始める。通常モード（スタンダードモード）での映
像は、Ｓ４０６で説明した通り、通常撮影用のガンマ補正カーブ（ガンマ特性３０６）を
適用して得られた映像である。
【００５５】
　Ｓ５３６では、カメラマイコン１１１は、動画用トリガスイッチ２０５が押されたかど
うかを判定する。動画用トリガスイッチ２０５が押されたと判定された場合には処理はＳ
５３７へ遷移し、カメラマイコン１１１は動画の記録を停止し、動画ファイルのクローズ
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処理を行う。他方、動画用トリガスイッチ２０５が押されていないと判定された場合には
、処理はＳ５３６へ戻り、カメラマイコン１１１は動画の撮影記録を継続する。
【００５６】
　Ｓ５３８では、カメラマイコン１１１はモードダイヤル２０７が操作されたかどうかを
判定する。操作されたと判定された場合には処理はＳ５３９へ遷移し、そうでない場合に
は処理はＳ５０５へ遷移する。Ｓ５３９では、カメラマイコン１１１は、Ｓ５３８で操作
された結果が再生モードかどうかを判定する。再生モードであると判定された場合には処
理はＳ５４０へ遷移し（再生モードに遷移し）し、カメラマイコン１１１は再生モード処
理を実行する。Ｓ５４０の再生モード処理については図７を用いて後述する。他方、Ｓ５
３９で再生モードでないと判定された場合には、カメラマイコン１１１は、電源をＯＦＦ
して処理を終了する。
【００５７】
　＜再生モード処理＞
　図７に、撮像装置１００における再生モードの処理のフローチャートを示す。撮像装置
１００を再生モードで起動したり、カメラモードから再生モードに遷移させたりすると、
図７の処理を開始する。図７に示される処理は、図５のＳ５４０における再生モード処理
の詳細である。
【００５８】
　Ｓ７０１では、カメラマイコン１１１はＲＯＭ１１１ａに保持しているユーザ設定輝度
を読み出し、ユーザ設定輝度で本体ディスプレイ１１６を表示する。Ｓ７０２では、カメ
ラマイコン１１１は磁気テープ１１５、あるいはＤＶＤ１１７、あるいはメモリカード１
１８に記憶されている画像と、各画像の属性情報を読み出し、画像のサムネイルを本体デ
ィスプレイ１１６に一覧表示する。
【００５９】
　図１１（ａ）に、Ｓ７０２で本体ディスプレイ１１６に表示されるサムネイル一覧表示
（インデックス表示、マルチ表示）の表示例を示す。サムネイル画像１１０１～１１０８
が表示され、これらのうち、ＨＰモードで撮影された画像に対応するサムネイル画像には
、ＨＰ動画であることを示すＨＰアイコン１１０９が付されている。なお、以下、ＨＰモ
ードで撮影された画像をＨＰ動画と称する。また、通常モードで撮影された画像と通常モ
ードで撮影されているライブビュー画像を総称して第１の種別の画像、ＨＰモードで撮影
された画像とＨＰモードで撮像されているライブビュー画像を総称して第２の種別の画像
と称する。図示の例では、サムネイル画像１１０１、１１０２、１１０８によって示され
る動画がＨＰ動画である。なお、読み出した各画像の属性情報にＨＰ情報が付与されてい
るか否かにより、ＨＰモードで撮影された画像か否かが識別される。このサムネイル一覧
表示では、ＨＰ動画のサムネイルが含まれていてもビューアシスト機能による輝度変更は
行わない。
【００６０】
　Ｓ７０３では、カメラマイコン１１１は、サムネイル一覧に表示されたサムネイル画像
の何れかを選択するユーザ操作があったか否か（動画の選択があったか否か）を判定する
。何れかのサムネイル画像が選択された場合には処理はＳ７０４へ遷移し、そうでない場
合にはＳ７０３の処理が繰り返される（サムネイル画像の選択を待つ）。Ｓ７０４では、
カメラマイコン１１１はＳ７０３でユーザから選択されたサムネイル画像に対応する動画
の再生表示を開始する。すなわち、カメラマイコン１１１は磁気テープ１１５、あるいは
ＤＶＤ１１７、あるいはメモリカード１１８に記憶されている再生すべき動画を読み出し
、信号制御部１１２を制御して再生し、本体ディスプレイ１１６に再生した動画を表示す
る。あるいは、外部ディスプレイ１２０に再生した動画を表示するべく、外部Ｉ／Ｆ１１
９から出力する。
【００６１】
　図１１（ｂ）、図１１（ｃ）に、本体ディスプレイ１１６における動画の再生中の表示
例を示す。図１１（ｂ）は、ボタン表示「入」での表示例であり、再生動画１１１０に重
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畳して、ＨＰアイコン１１０９とボタンアイコン１１１１が表示される。ボタンアイコン
１１１１は動画の再生動作に関する各種操作（停止、早送り、早戻しを含む）を行うため
のボタンアイコンであり、タッチ操作によってタッチされると、対応する処理が行われる
。ボタン表示「入」と「切」とはユーザによる切り替えが可能である（Ｓ７１５、Ｓ７１
６）。図１１（ｃ）は、ボタン表示「切」での表示例であり、再生動画１１１０が表示さ
れているが、ＨＰアイコン１１０９とボタンアイコン１１１１は表示されない。
【００６２】
　Ｓ７０５では、カメラマイコン１１１は、再生している動画に付与されている属性情報
を解析し、ＨＰ情報があるかを解析する。再生中の動画の属性情報にＨＰ情報があった場
合、すなわち、ＨＰ動画の再生中である場合には、処理はＳ７０６へ遷移し、そうでない
場合（ＨＰ動画ではない動画を再生中である場合）には処理はＳ７０８へ遷移する。Ｓ７
０６では、カメラマイコン１１１は、パネル輝度設定処理（図８のフローチャートにより
後述）を行う。Ｓ７０７では、カメラマイコン１１１は、ガイド表示処理（図９のフロー
チャートにより後述）を行う。また、再生中の動画がＨＰ動画ではない場合、Ｓ７０８に
おいて、カメラマイコン１１１は、ＲＯＭ１１１ａに保持しているユーザ設定輝度を読み
出し、ユーザ設定輝度で本体ディスプレイ１１６を表示する。
【００６３】
　Ｓ７０９では、カメラマイコン１１１は、再生している動画が終端まできたかを判定す
る。終端まできたと判定された場合には処理はＳ７１０へ遷移し、そうでない場合には処
理はＳ７１３へ遷移する。Ｓ７１０では、カメラマイコン１１１は、Ｓ７０７の処理でガ
イドを表示していた場合はガイドを非表示にする。Ｓ７１１では、カメラマイコン１１１
は、磁気テープ１１５、あるいはＤＶＤ１１７、あるいはメモリカード１１８に記憶され
ている次の動画があるかどうかを判定する。次の動画があると判定された場合には処理は
Ｓ７１２へ遷移し、次の動画がないと判定された場合には処理はＳ７０２へ遷移する。Ｓ
７１２では、カメラマイコン１１１は、次の動画の再生を開始し、処理をＳ７０５へ戻す
。
【００６４】
　Ｓ７１３では、カメラマイコン１１１は、再生している動画を停止させる停止操作がさ
れたかどうかを判定し、停止操作がされた場合は動画の再生を停止してＳ７１４へ遷移し
、そうでない場合はＳ７１５へ遷移する。Ｓ７１４では、カメラマイコン１１１は、停止
画面処理（図１０のフローチャートにより後述）を実行する。
【００６５】
　Ｓ７１５では、カメラマイコン１１１は、ユーザからのボタンの表示切り替えの指示操
作がされたかどうかを判定する。切り替えが指示されたと判定された場合には処理はＳ７
１６へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ７１８へ遷移する。
【００６６】
　Ｓ７１６では、カメラマイコン１１１は、ボタン表示の「入」／「切」を切り替える。
すなわち、ボタン表示「切」（図１１（ｃ））であった場合にボタン表示の切り替え指示
があると、カメラマイコン１１１は、ボタン表示「入」に切り替え、図１１（ｂ）のよう
にボタンアイコン１１１１を表示する。この切り替えによって、表示中の動画がＨＰ動画
である場合にはＨＰアイコン１１０９も表示される。他方、ボタン表示「入」（図１１（
ｂ））であった場合にボタン表示の切り替え指示があると、カメラマイコン１１１はボタ
ン表示「切」に切り替え、図１１（ｃ）のようにボタンアイコン１１１１を非表示にする
。また、表示中の動画がＨＰ動画である場合には、ボタンアイコン１１１１を非表示にす
ることに伴って、ＨＰアイコン１１０９も非表示にする。Ｓ７１７では、カメラマイコン
１１１は、ガイド表示処理（図９のフローチャートにより後述）を行う。
【００６７】
　Ｓ７１８では、カメラマイコン１１１は、モードダイヤル２０７が操作されたかどうか
を判定する。操作された場合はＳ７１９へ遷移し、そうでない場合はＳ７０９へ遷移する
。Ｓ７１９では、カメラマイコン１１１は、モードダイヤル２０７が操作された結果がカ
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メラモードかどうかを判定する。カメラモードであった場合には処理はＳ７２０へ遷移し
、カメラマイコン１１１は処理を再生モードからカメラモード（図５）へ切り替える。ま
た、モードダイヤル２０７が操作された結果が電源オフであった場合には、カメラマイコ
ン１１１は電源をＯＦＦして処理を終了する。
【００６８】
　＜パネル輝度設定処理＞
　図８は、図５のＳ５０２、Ｓ５１８，図７のＳ７０６で実行されるパネル輝度設定処理
の詳細を示すフローチャートである。この処理は、ＨＰモードあるいはＨＰ動画であり、
かつビューアシスト機能がオンである場合に、ユーザ設定輝度に関わらない高い輝度で本
体ディスプレイ１１６を表示する処理である。
【００６９】
　Ｓ８０１では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂに保持しているビューアシス
ト設定の状態を読み出し、現在ビューアシスト設定がオンであるか否かを判断する。ビュ
ーアシストがオンであると判断した場合には処理はＳ８０２に遷移し、そうでなければ処
理を終了する。Ｓ８０２では、カメラマイコン１１１は、ＲＯＭ１１１ａに保持している
本体ディスプレイ１１６用のユーザ設定輝度の情報を読み出す。そしてユーザ設定輝度が
所定の輝度設定以上（輝度が所定値以上に明るくなる輝度設定）であるか否かを判断する
。本実施形態では、所定の輝度設定以上であるか否かとして、ユーザ設定輝度が高輝度（
ＨＩＧＨ）であるか否かを判定する。輝度設定値が所定値以上（高輝度（ＨＩＧＨ））で
あれば処理はＳ８０４へ遷移し、そうでなければ（通常（ＮＯＲＭ）である場合）処理は
Ｓ８０３へ遷移する。
【００７０】
　なお、本実施形態では、設定可能なユーザ輝度設定が高輝度（ＨＩＧＨ）と通常（ＮＯ
ＲＭ）であるため（図６（ｄ））、高輝度（ＨＩＧＨ）であるか通常（ＮＯＲＭ）である
かに応じて処理を分岐させるが、これに限られるものではなない。例えば、ユーザ設定輝
度が３段階以上の設定輝度から設定できる場合には、Ｓ８０２の処理は、ユーザ設定輝度
が、設定可能な輝度のうち最大値である場合に処理はＳ８０４に遷移し、そうでない場合
には処理はＳ８０３に遷移するというようにしてもよい。また、たとえばユーザ設定輝度
が５段階の設定輝度から設定できる場合、ユーザ設定輝度が明るい方から２段階目までの
場合（１～５の設定可能値のうちの４か５の場合）に処理がＳ８０４に遷移し、他の場合
に処理がＳ８０３に遷移するようにしてもよい。
【００７１】
　Ｓ８０３では、カメラマイコン１１１は、ユーザ設定輝度よりも輝度が高くなるように
、本体ディスプレイ１１６の輝度を、予め決められたビューアシスト用の輝度にするよう
制御する。これにより、ＨＰ動画がビューアシストＯＮで再生されている場合には、例え
ばユーザ設定輝度が通常（ＮＯＲＭ）に設定されていても、高輝度（ＨＩＧＨ）で表示さ
れることになる。このとき、アイコン等の表示が明るくなりすぎると、本体ディスプレイ
１１６に焼き付きが生じる可能性がある。そのため、アイコン等の、ＬＶ画像または再生
画像以外の表示要素の本体ディスプレイ１１６上での表示輝度がビューアシスト設定オフ
時の表示輝度と同じになるように、アイコン等の表示アイテムをビューアシスト設定オフ
時よりも低い輝度で描画してもよい。すなわち、描画する明るさを暗くしてもよい。カメ
ラマイコン１１１は、こうして表示輝度を変更すると、本処理を終える。
【００７２】
　Ｓ８０４では、カメラマイコン１１１は、本体ディスプレイ１１６用のモニターガンマ
を、中間域での明るさをビューアシスト設定がオンにされていないときよりも明るくなる
ように変更する。ユーザ設定輝度が既に高輝度（ＨＩＧＨ）である（設定可能な最大輝度
である）ため、これよりも明るい輝度で表示することができない（これ以上、本体ディス
プレイ１１６の輝度を上げられない）。そこで、ビューアシスト設定時には、表示時のガ
ンマ特性を変えることで、ビューアシスト設定がオンにされていないときよりも、階調特
性３０７のように低輝度から中輝度の部分が明るくなるようにする。カメラマイコン１１
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１は、こうしてガンマ特性を変更すると、本処理を終える。
【００７３】
　なお、Ｓ８０２では、ユーザ設定輝度を判定するので、ユーザ設定輝度が通常（ＮＯＲ
Ｍ）に設定されている間はパネル輝度設定処理が実行されるたびにＳ８０３が実行される
。同様に、ユーザ設定輝度が高輝度（ＨＩＧＨ）に設定されている間はパネル輝度設定処
理が実行されるたびにＳ８０４が実行される。ビューアシスト設定中にユーザ設定輝度が
高輝度から通常に変更されてＳ８０３が実行された場合には、カメラマイコン１１１は、
Ｓ８０４で変更したモニターガンマを元に戻す。また、ビューアシスト設定中にユーザ設
定輝度が通常から高輝度に変更されてＳ８０４が実行された場合には、カメラマイコン１
１１は、モニターガンマをビューアシスト時の特性に変更する。
【００７４】
　ビューアシストによる輝度変更について図３（ｃ）を用いてさらに説明する。撮影装置
のガンマ特性がＨＰモードにおけるガンマ特性３０３であった場合に、本体ディスプレイ
１１６のガンマ特性３０４（第１の出力ガンマ特性）により表示を行うと、システムトー
タルの特性が輝度リニアな階調特性３０５となる。この状態で表示を行うと、ＨＰモード
において被写体輝度の全域にわたって良好な再現性を得られる。しかしながら、通常モー
ドの際の階調特性３０７に比べて、中輝度の部分が暗く見えてしまう傾向にある。ビュー
アシストがＯＮになると、Ｓ８０３で本体ディスプレイ１１６の輝度が上昇し、システム
トータルの特性が階調特性３１１のようになる。その結果、中輝度部分の輝度を上げるこ
とができ、視覚性が改善される。
【００７５】
　なお、たとえば本体ディスプレイ１１６が液晶の場合は、バックライトの輝度をｘ（１
より大きい）倍にすることで階調特性３０５を階調特性３１１に変更することができる。
また、本体ディスプレイ１１６が有機ＥＬの場合は、表示のガンマ特性をｘ（１より大き
い）倍する（すなわち、有機ＥＬの輝度を上げる）ことにより階調特性３０１を得ること
ができる。有機ＥＬの輝度を上げた場合はすべての階調の輝度を同率で上げる。すなわち
、最も明るい階調の輝度も上がる。さらに、ビューアシストをオンにした場合に、ユーザ
ー設定輝度が高輝度（ＨＩＧＨ）であった場合には、本体ディスプレイ１１６の表示時の
ガンマ特性としてガンマ特性３１２を採用することにより、システムトータルの特性が階
調特性３１３のようになる。ガンマ特性３１２（第２の出力ガンマ特性）は、ガンマ特性
３０４よりも中間～低輝度側を明るく表示するガンマ特性である。これにより、さらに中
間部の見栄えが向上する。表示装置のガンマ特性３１２を適用した場合の階調特性３１３
の最も明るい階調の輝度は階調特性３０１と同じであるが、低～中間部分の階調が持ち上
がっており、この部分の見栄えが向上する。
【００７６】
　＜ガイド表示処理＞
　図９は、図７のＳ７０７、Ｓ７１７で実行されるガイド表示処理の詳細を示すフローチ
ャートである。ガイド表示処理は、ＨＰ動画を再生する場合であって、外部Ｉ／Ｆ１１９
に外部ディスプレイ１２０が接続されている場合に、ユーザに外部ディスプレイ１２０の
輝度の変更（輝度を上げること）を促すガイドを表示する処理である。
【００７７】
　Ｓ９０１では、カメラマイコン１１１は、外部Ｉ／Ｆ１１９に外部ディスプレイ１２０
が接続されており、外部ディスプレイ１２０に映像出力されているか否かを判定する。外
部ディスプレイ１２０に映像出力されている場合には処理はステップＳ９０３へ遷移し、
そうでなければ処理はＳ９０２へ遷移する。Ｓ９０２では、カメラマイコン１１１は、Ｒ
ＡＭ１１１ｂに保持しているガイド表示済みフラグをオフにする。このガイド表示済みフ
ラグは、一度ガイド表示を行った後は、外部ディスプレイ１２０の接続が解除されるまで
再度ガイド表示が行われることがないように、ガイド表示を既に行ったか否かを記憶して
おくためのものである。
【００７８】



(17) JP 6685700 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

　Ｓ９０３では、カメラマイコン１１１は、ボタン表示の設定が「入」であるか否かを判
定する。すなわち、ボタンアイコン１１１１が表示された状態か否かの判定である。ボタ
ン表示が「切」である場合には処理はＳ９０４へ遷移し、ボタン表示が「入」であれば、
ここで処理は終了となる。なお、ボタン表示が「入」である場合に処理を終了とするのは
、ガイド表示によりボタンアイコンが隠れてしまうことにより、ユーザが動画の再生、停
止等の動作を指示することが出来なくなるのを防ぐためである。
【００７９】
　Ｓ９０４では、カメラマイコン１１１はＲＡＭ１１１ｂに保持しているガイド表示済み
フラグがオフであるか否かを確認する。ガイド表示済みフラグがオフである場合には、処
理はＳ９０５へ遷移し、そうでなければ、ここで処理は終了となる。Ｓ９０５では、カメ
ラマイコン１１１は外部Ｉ／Ｆ１１９から出力される映像信号と、本体ディスプレイ１１
６に表示される映像信号に、外部表示装置の輝度の変更を促すガイド表示を重畳する。ま
た、カメラマイコン１１１はＲＡＭ１１１ｂに保持しているガイド表示済みフラグをオン
にする。ガイド表示は、Ｓ９０５で表示が開始されてから所定時間が経過すると自動的に
消去される。
【００８０】
　図１１（ｄ）に、Ｓ９０５での、本体ディスプレイ１１６及び外部ディスプレイ１２０
におけるガイド表示の表示例を示す。ＨＰ動画である再生動画１１１０に重畳して、外部
モニターを明るめの設定にして再生することを促すガイド表示１１２０が表示されている
。ユーザはこのガイド表示１１２０を見ることで、外部ディスプレイ１２０の輝度設定を
変更して輝度を上げる操作を自ら行うとよいことに気付くことができる。カメラマイコン
１１１は、外部ディスプレイ１２０が接続されてから初めてＨＰ動画を再生し始めた場合
、または、ＨＰ動画を再生している途中で外部ディスプレイ１２０が接続された場合、に
ガイド表示１１２０の表示を開始する。そして、カメラマイコン１１１は、ガイド表示１
１２０を表示してから所定時間後にガイド表示１１２０を非表示として、再生動画１１１
０だけの表示とする。
【００８１】
　なお、ガイド表示１１２０は、外部Ｉ／Ｆ１１９に接続される外部ディスプレイ１２０
のみに関するものである。従って、本体ディスプレイ１１６に表示することなく、外部Ｉ
／Ｆ１１９から出力される映像信号のみにガイド表示１１２０が表示されるように制御し
てもよい。また、外部Ｉ／Ｆ１１９から出力する画像に対する文字表示等の表示アイテム
の重畳の許可・不許可を設定することが出来る。そして、重畳が不許可に設定されていて
も、このガイド表示に限っては重畳を行う（ＨＰ動画にガイド表示を重畳して出力する）
ように制御してもよい。こうすることで、ユーザが適切でない外部表示装置の輝度設定（
ＨＰ動画の階調特性の低輝度から中輝度の部分が通常ガンマで撮影したものより暗く見え
てしまう輝度設定）のまま動画を視聴する可能性を少なくすることが出来る。
【００８２】
　なお、上述した図９のガイド表示処理は、図７のＳ７０７（すなわち、各動画の再生の
開始時）と、Ｓ７１７（すなわち、ボタン表示の切替後）に行う例を説明したが、これに
限るものではない。外部Ｉ／Ｆ１１９に外部ディスプレイ１２０が接続されたことを検知
したタイミングで行っても良い。すなわち、動画の再生の途中で、外部Ｉ／Ｆ１１９に外
部ディスプレイ１２０が接続されたことを検知すると、カメラマイコン１１１は、その時
点で再生している動画がＨＰ動画であるか否かを判定する。そして、ＨＰ動画である場合
には、外部表示装置の輝度の変更を促すガイド表示を外部Ｉ／Ｆ１１９から外部ディスプ
レイ１２０に向けて出力する。また、複数の動画を連続して再生する場合、再生すべき複
数の動画にＨＰ動画が含まれていれば、最初の動画の再生前に外部表示装置の輝度の変更
を促すガイド表示を外部Ｉ／Ｆ１１９から出力（動画に重畳して出力）しても良い。例え
ば、プレイリストに基づいて１番目からＮ番目までのＮ個の動画を連続して再生する指示
があった場合に、カメラマイコンン１１１は、そのＮ個の動画の中に少なくとも１つのＨ
Ｐ動画が含まれているか否かを判定する。そして、少なくとも１つのＨＰ動画が含まれて
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いた場合には、１番目に再生する動画がＨＰ動画でなくとも、１番目の動画の再生開始時
に、図９のガイド表示処理を行う。そして、外部出力中である場合には外部表示装置の輝
度の変更を促すガイド表示を外部Ｉ／Ｆ１１９から出力する。或いは、最初の動画の再生
時ではなく、動画のリストに含まれるＨＰ動画の再生が開始するまでの時間を計算し、そ
の時間が所定の時間以下となった場合にガイドを表示するようにしてもよい。すなわち、
カメラマイコン１１１は、複数の動画を連続して再生して外部Ｉ／Ｆ１１９から出力する
際に、通常の動画を再生している時でも、ＨＰ動画の再生が開始されるまでの時間が所定
の時間となった場合に、ガイド表示を外部Ｉ／Ｆ１１９から出力する。
【００８３】
　また、動画の再生時だけでなく、動画の一覧表示等をする画面で、ＨＰ動画を示すサム
ネイルやファイル名等が表示された場合に、ガイド表示１１２０を表示するようにしても
よい。また、この場合、単にＨＰ動画を示すサムネイルやファイル名等が表示された場合
にガイド表示を行うだけでなく、ＨＰ動画を示すサムネイルやファイル名、アイコン１１
０９等に選択カーソル等の表示が重なったときにガイド表示を実行するようにしてもよい
。すなわち、カメラマイコン１１１は、通常の画像とＨＰ動画を含む複数の画像の一覧画
面を出力している際に、ＨＰ動画を特定する情報あるいはＨＰ動画であることを示す表示
アイテム（アイコン１１０９）が選択された場合に、ガイドを出力する。ＨＰ動画を特定
する情報はサムネイルやファイル名などである。
【００８４】
　また、図９の例では、ボタン表示がされていない場合（Ｓ９０２Ｎｏ）の場合にガイド
表示を実行する例を説明したが、ボタン表示がされている場合にもガイド表示を行うもの
としても良い。また、外部Ｉ／Ｆ１１９から、外部ディスプレイ１２０で設定されている
輝度設定の情報を取得し、外部ディスプレイ１２０の輝度設定が所定の設定値以上に明る
い設定には、ガイド表示を行わないようにしても良い。
【００８５】
　＜停止中画面処理＞
　図１０は、図７のＳ７１４で実行される停止中画面処理の詳細を示すフローチャートで
ある。停止中画面処理は、再生モード処理で動画を再生していた状態から動画の再生が停
止されると実行される処理である。
【００８６】
　Ｓ１００１では、カメラマイコン１１１は、ボタン付き停止画面を本体ディスプレイ１
１６に表示する。すなわち、動画再生中のボタン表示設定が「入」であるか「切」である
かに関わらず、停止すると最初はボタンアイコンが表示される。図１１（ｅ）に、このと
きの表示例を示す。カメラマイコン１１１は停止中の動画１１３０に重畳して、ボタンア
イコン群１１３１を表示する。このとき、カメラマイコン１１１は、停止中の動画がＨＰ
動画である場合には、ＨＰアイコン１１０９も表示する。
【００８７】
　Ｓ１００２では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作あ
るいはボタンアイコンへのタッチ操作によりシーン送り操作（次の動画を選択する操作）
を行ったかどうかを判定する。シーン送り操作が行われたと判定された場合には処理はＳ
１００３へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１００９へ遷移する。Ｓ１００３では、
カメラマイコン１１１は、磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリカード１１８から次
の動画シーンを読み出し、デコード処理を行い、動画シーンのメタデータ（属性情報）の
解析を行う。
【００８８】
　Ｓ１００４では、カメラマイコン１１１は、Ｓ１００３で解析したメタデータから、次
の動画シーンがＨＰ動画であるか否かを判定する。すなわち、次のシーンの動画の属性情
報にＨＰ情報が付与されているか否かを判定する。ＨＰ動画であると判定された場合には
処理はＳ１００５に遷移し、そうでないと判定された場合には処理はＳ１００７へ遷移す
る。
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【００８９】
　Ｓ１００５では、カメラマイコン１１１は、図８で前述したパネル輝度設定処理を行う
。Ｓ１００６では、カメラマイコン１１１は、図９で前述したガイド表示処理を行う。Ｓ
１００７では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂまたはＲＯＭ１１１ａに記録さ
れたユーザ設定輝度を読み出し、本体ディスプレイ１１６の輝度を読み出したユーザ設定
輝度とする。この時、ユーザ設定輝度が通常（ＮＯＲＭ）で、かつ、前のシーンの動画が
ＨＰ動画であり、ビューアシスト機能がオンだった場合には、次の通常動画に遷移したこ
とに応じて本体ディスプレイ１１６の輝度が変更され、自動的に下げられることとなる。
Ｓ１００８では、カメラマイコン１１１は、Ｓ１００３でデコードされた次のシーンの動
画のフレームをボタン表示付きの停止画面として本体ディスプレイ１１６に表示する。
【００９０】
　Ｓ１００９では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により、表示している動画の再生指示操作を行ったかどうかを判定する。
ユーザが再生指示操作を行ったと判定した場合には処理は図７のＳ７０４へ遷移し、カメ
ラマイコン１１１は、シーン送り操作により選択された動画の再生を開始する。再生指示
操作が行われていない場合には、処理はＳ１０１０へ遷移する。
【００９１】
　Ｓ１０１０では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりメニューを開く操作を行ったかどうかを判定する。ユーザがメニュ
ーを開く操作を行ったと判定した場合には処理はＳ１０１１へ遷移し、そうでない場合に
は処理はＳ１０２１へ遷移する。
【００９２】
　Ｓ１０１１では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂまたはＲＯＭ１１１ａから
、メニューで設定されていたユーザ設定輝度を読み出し、読み出したユーザ設定輝度にな
るよう、本体ディスプレイ１１６の輝度を調整する。また、カメラマイコン１１１は、本
体ディスプレイ１１６にメニューのトップ階層（トップメニュー）を表示する。
【００９３】
　Ｓ１０１２では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により、メニュー画面に含まれる複数のメニュー項目のうち、輝度設定メ
ニューの項目を選択したかどうかを判定する。輝度設定メニューは、本体ディスプレイ１
１６の輝度（ユーザ設定輝度）を設定するメニューであり、また、輝度設定メニュー表示
中は動画も一時停止状態で表示される。輝度設定メニューを選択したと判定された場合に
は処理はＳ１０１３へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１０１９へ遷移する。
【００９４】
　Ｓ１０１３では、カメラマイコン１１１は一時停止されている動画の属性情報によりＨ
Ｐ動画かどうか（ＨＰ情報が付与されているか否か）を判定する。ＨＰ動画と判定された
場合には処理はＳ１０１４に遷移し、そうでない場合には処理はＳ１０１５へ遷移する。
Ｓ１０１４は、カメラマイコン１１１は、図８で説明したパネル輝度設定処理を行う。
【００９５】
　Ｓ１０１５では、カメラマイコン１１１は、輝度設定画面を本体ディスプレイ１１６へ
表示する。輝度設定画面は、図６（ｄ）で説明したものと同様の画面である。ただし、背
景に表示される画像はＬＶ画像ではなく、直前に表示していた再生動画の停止中の映像で
ある。Ｓ１０１６では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操
作またはタッチ操作により輝度設定を変更したかどうか（設定されているユーザ設定輝度
と異なる輝度設定の選択肢が選択されたか）を判定する。これは、図６（ｄ）の表示例と
図５のＳ５１９で例示した処理と同様である。輝度設定を変更したと判定された場合には
処理はＳ１０１７へ遷移し、変更していないと判定された場合には処理はＳ１０１８へ遷
移する。
【００９６】
　Ｓ１０１７では、カメラマイコン１１１は、設定された輝度をユーザ設定輝度としてＲ
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ＯＭ１１１ａに記憶するとともに、設定された輝度となるように本体ディスプレイ１１６
の輝度を変更する。この時、輝度設定画面には背景に再生動画の停止中の映像が表示され
ているため、ユーザは映像の見栄えを確認しながら好みの輝度に設定することができる。
なお、輝度を変更した場合にＳ１０１４のパネル輝度設定処理はやり直さないものとする
。これは、ＨＰ動画でありビューアシスト機能がオンとなっていることが要因でユーザ設
定輝度に関わらず高輝度（ＨＩＧＨ）で表示されていた場合に、通常輝度（ＮＯＲＭ）に
変更してもパネル輝度設定処理により表示輝度が下がらないためである。このように通常
輝度（ＮＯＲＭ）への変更に応じて輝度が下がらないと、輝度を変更できたことをユーザ
にフィードバックできない。
【００９７】
　ただし、表示している画像がＨＰ動画であり、通常（ＮＯＲＭ）から高輝度（ＨＩＧＨ
）に変更したのであれば、Ｓ１０１４のパネル輝度設定処理をやり直すものとしてもよい
。このようにすれば、ＨＰ動画でビューアシストがオンであれば、適用される表示ガンマ
（モニターガンマ）が変更されるため、ＨＰ動画の見栄えが良くなる。また、ユーザ設定
輝度の変更に応じて表示状態が変わるため、ユーザに設定が変更されたことを認識させる
こともできる。
【００９８】
　Ｓ１０１８では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により輝度設定画面を抜ける操作を行ったかどうかを判定する。設定画面
を抜ける操作が行われたと判定された場合には処理はＳ１０１１へ遷移し、そうでない場
合には処理はＳ１０１６へ遷移する。
【００９９】
　Ｓ１０１９では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりメニュー画面を抜ける操作を行ったかどうかを判定する。メニュー
画面を抜ける操作が行われたと判定された場合には処理はＳ１００１へ遷移し、そうでな
い場合には処理はＳ１０２０へ遷移する。Ｓ１０２０では、カメラマイコン１１１は、選
択されたその他のメニュー項目に応じたその他のメニュー処理を行う。
【０１００】
　Ｓ１０２１では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりボタン表示の切り替えを指示したかどうかを判定する。ボタン表示
の切り替えが指示されたと判定された場合には処理はＳ１０２２に遷移し、そうでない場
合には処理はＳ１０２４に遷移する。
【０１０１】
　Ｓ１０２２では、カメラマイコン１１１は、ボタン表示「入」／「切」を切り替える。
ボタン表示「入」から「切」に切り替えられた場合は図１１（ｅ）のように表示していた
ボタンアイコン群１１３１を表示にする。このとき、表示中の画像がＨＰ動画である場合
にはＨＰアイコン１１０９も非表示にする。他方、ボタン表示「切」から「入」に切り替
えられた場合は、ボタンアイコン群１１３１が表示されていない状態から、図１１（ｅ）
のようにボタンアイコン群１１３１を表示する。このとき表示中の画像がＨＰ動画である
場合にはＨＰアイコン１１０９も表示する。Ｓ１０２３では、カメラマイコン１１１は、
図９に示したガイド表示処理を行う。
【０１０２】
　Ｓ１０２４では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により編集操作の指示をしたかどうかを判定する。編集操作が指示された
と判定された場合には処理はＳ１０２５へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１０２６
へ遷移する。Ｓ１０２５では、カメラマイコン１１１は編集処理（図１２のフローチャー
トにより後述）を実行する。
【０１０３】
　Ｓ１０２６では、カメラマイコン１１１は、ユーザがモードダイヤル２０７を操作して
モード切り替え操作を行ったかどうかを判定する。モード切り替え操作が行われたと判定
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された場合には処理はＳ１０２７へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１００２へ遷移
する。また、Ｓ１０２７では、カメラマイコン１１１は、ユーザによって操作されたモー
ドダイヤル２０７のポジションを検出し、検出したポジションがカメラモードのポジショ
ンであるかどうかを判定する。カメラモードのポジションであると判定した場合には処理
はＳ１０２８へ遷移し、カメラマイコン１１１はカメラモード処理を実行する。モードダ
イヤル２０７のポジションがカメラモードのポジションでない場合（電源ＯＦＦのポジシ
ョンである場合）には電源ＯＦＦ処理を行い処理終了となる。Ｓ１０２８で実行されるカ
メラモード処理は、図５のフローチャートで説明した処理である。
【０１０４】
　＜編集処理＞
　図１２は、図１０のＳ１０２５で実行される編集処理の詳細を示すフローチャートであ
る。この編集処理は、再生モード処理で動画が停止表示されていた状態（すなわち、編集
対象の動画が指定された状態）から、編集の指示がされると実行される。上述のように、
画像（または映像）には、撮影時の階調特性に関する特定の属性情報として、ＨＰモード
で撮影されたことを示す情報が付与されている。以下では、編集前の画像に上述したＨＰ
モードで撮影されたことを示す特定の属性情報が付与されていれば、編集後の画像にもそ
の特定の属性情報が付与される編集処理としてコピー、トリミングを例示する。また、編
集前の画像に特性の属性情報が付与されていても、編集後の画像には特定の属性情報が付
与されない編集処理として、トランスコードを例示する。
【０１０５】
　Ｓ１２０１では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂまたはＲＯＭ１１１ａに記
録されたユーザ設定輝度で本体ディスプレイ１１６を表示する。Ｓ１２０２では、カメラ
マイコン１１１は、編集選択一覧画面を本体ディスプレイ１１６へ表示する。図１３（ａ
）に、編集選択一覧画面の表示例を示す。編集選択一覧画面は、直前に表示していた編集
対象の動画（指定された動画）に対してどの編集を行うかの複数の選択肢を表示した画面
である。本実施形態では、選択肢として、消去、トリミング、トランスコード（ＭＰ４変
換、すなわち、フォーマット変換）、コピーの４つの編集操作の選択肢が表示される。各
選択肢は、タッチして選択するか、操作スイッチ群２０８に含まれる方向キーと決定ボタ
ンとで選択することができる。
【０１０６】
　Ｓ１２０３では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりコピーの選択肢を選択したか否か判定する。コピーの選択肢が選択
されたと判定された場合には処理はＳ１２０８へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１
２０４へ遷移する。Ｓ１２０４では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群
２０８への操作またはタッチ操作によりトランスコードの選択肢を選択したか否かを判定
する。トランスコードの選択肢が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２１３へ遷
移し、そうでない場合には処理はＳ１２０５へ遷移する。
【０１０７】
　Ｓ１２０５では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりトリミングの選択肢を選択したか否かを判定する。トリミングの選
択肢が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２２１へ遷移し、そうでない場合には
処理は１１０６へ遷移する。Ｓ１２０６では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作ス
イッチ群２０８への操作またはタッチ操作により消去の選択肢を選択したか否かを判定す
る。消去の選択肢が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２２９へ遷移し、そうで
ない場合には処理はＳ１２０７へ遷移する。
【０１０８】
　Ｓ１２０７では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により、編集選択一覧画面を閉じる操作を行ったか否かを判定する。編集
選択一覧画面を閉じる操作が行われたと判定された場合には、カメラマイコン１１１は編
集選択一覧画面を閉じ、編集処理を終了し、処理を図１０のＳ１０２６に遷移させる。編
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集選択一覧画面を閉じる操作が行われていないと判定された場合には処理はＳ１２０３へ
遷移する。
【０１０９】
　Ｓ１２０８では、カメラマイコン１１１は、コピー実行確認画面を本体ディスプレイ１
１６に表示する。このコピー実行確認画面は、次のＳ１２０８ａ、Ｓ１２０８ｂの処理に
より、ＨＰ動画でかつビューアシスト機能がオンである場合には、ユーザ設定輝度ではな
く、ＨＰ動画用の輝度で表示される。Ｓ１２０８ａでは、カメラマイコン１１１は、表示
されている動画の属性情報を解析し、ＨＰ情報が付与されているか否かを判定する。ＨＰ
情報が付与されていると判定された場合には処理はＳ１２０８ｂへ遷移し、そうでない場
合には処理はＳ１２２４へ遷移する。Ｓ１２０８ｂでは、カメラマイコン１１１は、パネ
ル輝度設定処理（図８）を行う。
【０１１０】
　Ｓ１２０９では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により、コピー実行確認画面においてコピー実行が選択されたかどうかを
判定する。コピー実行が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２１１へ遷移し、そ
うでない場合には処理はＳ１２１０へ遷移する。Ｓ１２１０では、カメラマイコン１１１
は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作またはタッチ操作によりコピー中止の操作を
行った否かを判定する。コピー中止操作がされたと判定された場合には処理はＳ１２３５
へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１２０９へ遷移する。
【０１１１】
　Ｓ１２１１では、カメラマイコン１１１は、コピー実行画面を本体ディスプレイ１１６
に表示する。スッテップＳ１２１２では、カメラマイコン１１１は、コピー処理を実行す
る。コピー処理において、カメラマイコン１１１は、まず磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１
７／メモリカード１１８のいずれかから、編集対象（コピー対象）の動画のデータ（動画
ファイル）を読み込む。そして、カメラマイコン１１１は、読み込んだ動画と同一の動画
を別ファイルとして磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリカード１１８のいずれかへ
保存する。コピー処理により生成する動画ファイルには、コピー元の動画と同一の属性情
報が付与される（属性情報もコピーされる）。すなわち、ＨＰ情報が付与された動画をコ
ピーした場合は、新たに生成される動画ファイルにもＨＰ情報が付与される。コピー処理
が完了すると処理はＳ１２３５へ遷移する。
【０１１２】
　Ｓ１２１３では、カメラマイコン１１１は、変換後のフォーマットを選択するフォーマ
ット選択画面を本体ディスプレイ１１６に表示する。フォーマットとは、動画データの解
像度、及び、ビットレートであり、例えば“１９２０×１０８０、２４Ｍｂｐｓ”、“１
９２０×１０８０、１７Ｍｂｐｓ”、“１２８０×７２０、４Ｍｂｐｓ”などが選択肢と
して表示される。Ｓ１２１４では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２
０８への操作またはタッチ操作によりフォーマットの選択肢のいずれかを選択したか否か
を判定する。フォーマットが選択されたと判定されると処理はＳ１２１６へ遷移し、そう
でない場合には処理はＳ１２１５へ遷移する。Ｓ１２１５では、カメラマイコン１１１は
、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作またはタッチ操作によりトランスコードの中止
を指示する操作が行われたか（キャンセルボタンが押されたか）を判定する。トランスコ
ードの中止を指示する操作が行われたと判定された場合には処理はＳ１２３５へ遷移し、
そうでない場合には処理はＳ１２１４へ遷移する。
【０１１３】
　Ｓ１２１６では、カメラマイコン１１１はトランスコードの実行確認画面（トランスコ
ードの編集画面）を本体ディスプレイ１１６に表示する。図１３（ｂ）に、トランスコー
ドの実行確認画面の表示例を示す。トランスコードの実行確認画面には、編集対象の動画
の停止中の映像と共に、トランスコードを実行（ＳＴＡＲＴ）するか、キャンセルするか
の選択肢が表示される。この画面を表示する際にはパネル輝度設定処理（図８）は行われ
ていないため、編集対象の動画は、ＨＰ動画であるか否かに関わらず、ユーザ設定輝度で
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表示される。これは、編集対象の動画がＨＰ動画であっても、トランスコードが実行され
生成される変換後の動画には、ＨＰ情報が引き継がれない（ＨＰ情報は付与されない）た
めである。すなわち、変換前の動画がＨＰ動画であっても変換後の動画はＨＰ情報が付与
されないため、ビューアシスト機能がオンであっても変換後の動画はユーザ設定輝度で表
示される。従って、カメラマイコン１１１は、変換後の動画がどう表示されるかを事前に
確認できるようにするため、トランスコードの実行確認画面では、編集対象の動画がＨＰ
動画でありビューアシスト機能がオンであったとしてもユーザ設定輝度での表示を行う。
【０１１４】
　Ｓ１２１７では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりトランスコードの実行を指示する操作を行ったか否かを判定する。
トランスコードの実行が指示されたと判定された場合には処理はＳ１２１９へ遷移し、そ
うでない場合には処理はＳ１２１８へ遷移する。Ｓ１２１８では、Ｓ１２１５と同様に、
トランスコードの中止を指示する操作が行われたか（キャンセルボタンが押されたか）が
判定される。トランスコードの中止を指示する操作が行われたと判定された場合には処理
はＳ１２３５へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１２１７へ遷移する。
【０１１５】
　Ｓ１２１９では、カメラマイコン１１１は、磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリ
カード１１８のいずれかから編集対象の動画を読み込み、デコードを行う。そして、トラ
ンスコードの実行画面において、読み込んだ動画の再生を開始する。Ｓ１２２０では、カ
メラマイコン１１１は、Ｓ１２１４で選択されたフォーマット情報をＲＡＭ１１１ｂから
読み出し、読み出したフォーマット情報に応じて、編集対象の動画のトランスコード処理
を行う。トランスコード処理では、複数の動画を結合することも可能である。そのため、
ＨＰ動画と通常の動画を結合した場合に属性情報の不整合が発生するため、トランスコー
ド処理では変換元となる動画のＨＰ情報を引き継がず破棄する。
【０１１６】
　Ｓ１２２１では、カメラマイコン１１１は、トリミング実行画面を本体ディスプレイ１
１６に表示する。図１３（ｃ）に、トリミング実行画面（編集画面、確認画面）の表示例
を示す。トリミング実行画面には、編集対象の動画が停止状態で表示されるとともに、ト
リミング位置を指定するための各種操作用表示アイテムが表示される。このトリミング実
行画面は、次のＳ１２２２、Ｓ１２２３の処理により、ＨＰ動画でかつビューアシスト機
能がオンである場合には、ユーザ設定輝度ではなく、ＨＰ動画用の輝度で表示される。Ｓ
１２２２では、カメラマイコン１１１は、表示されている動画の属性情報を解析し、ＨＰ
情報が付与されているか否かを判定する。ＨＰ情報が付与されていると判定された場合に
は処理はＳ１２２３へ遷移し、そうでない場合には処理はＳ１２２４へ遷移する。Ｓ１２
２３では、カメラマイコン１１１は、パネル輝度設定処理（図８）を行う。
【０１１７】
　Ｓ１２２４では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりトリミング位置を変更する操作を行ったか否かを判定する。トリミ
ング位置を変更する操作が行われたと判定された場合には処理はＳ１２２５へ遷移し、そ
うでない場合には処理はＳ１２２８へ遷移する。Ｓ１２２５では、カメラマイコン１１１
は、Ｓ１２２４でユーザが選択した位置の情報を用いて、ＲＡＭ１１１ｂで管理している
トリミング位置情報を更新する。
【０１１８】
　Ｓ１２２６では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作によりトリミングの実行を選択したか否かを判定する。トリミングの実行
が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２２８へ遷移し、そうでない場合には処理
はＳ１２２７へ遷移する。Ｓ１２２７では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイ
ッチ群２０８への操作またはタッチ操作によりトリミング中止を選択したかどうかを判定
する。トリミング中止が選択されたと判定された場合には処理はＳ１２３５へ遷移し、そ
うでない場合には処理はＳ１２２４へ遷移する。
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【０１１９】
　Ｓ１２２８では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂからトリミング位置情報を
読み出し、磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリカード１１８のいずれかから読み出
した編集対象の動画をトリミング位置情報に基づいて分割する。そして分割して生成され
た動画を動画ファイルとして磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリカード１１８のい
ずれかへ保存する。トリミング処理により生成する動画ファイルの属性情報は、編集元と
なった動画の属性情報と同一となるよう制御される。すなわち、ＨＰ情報が付与された動
画をトリミングした場合、生成される動画にも同じＨＰ情報が付与される。
【０１２０】
　Ｓ１２２９では、カメラマイコン１１１は、編集対象動画の消去確認画面を本体ディス
プレイ１１６に表示する。消去確認画面には、消去の実行を指示するためのボタンアイコ
ンと、キャンセルを指示するためのボタンアイコンと、編集対象の動画の停止中の映像が
表示される。Ｓ１２３０、Ｓ１２３１の処理は、Ｓ１２２２、Ｓ１２２３の処理と同様で
ある。
【０１２１】
　Ｓ１２３２では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイッチ群２０８への操作ま
たはタッチ操作により消去の実行を指示するボタンアイコンを選択したか否かを判定する
。消去の実行が選択された場合には処理はＳ１２３４へ遷移し、そうでない場合には処理
はＳ１２３３へ遷移する。Ｓ１２３３では、カメラマイコン１１１は、ユーザが操作スイ
ッチ群２０８への操作またはタッチ操作により消去中止（キャンセル）のボタンアイコン
を選択したか否かを判定する。消去中止が選択された場合には処理はＳ１２３５へ遷移し
、そうでない場合には処理はＳ１２３２へ遷移する。
【０１２２】
　Ｓ１２３４では、カメラマイコン１１１は、磁気テープ１１５／ＤＶＤ１１７／メモリ
カード１１８のいずれかに保存されている編集対象の動画（動画ファイル）の消去を行う
。消去が完了すれば、処理はＳ１２３５へ遷移する。
【０１２３】
　Ｓ１２３５では、カメラマイコン１１１は、ＲＡＭ１１１ｂまたはＲＯＭ１１１ａに記
録されているユーザ設定輝度を読み出し、読み出したユーザ設定輝度に応じて本体ディス
プレイ１１６の輝度を変更する。Ｓ１２３６では、カメラマイコン１１１は、再び編集選
択一覧画面の画面データを本体ディスプレイ１１６に表示する。その後、処理はＳ１２０
３へ戻り、上述した処理が繰り返される。
【０１２４】
　なお、カメラマイコン１１１が行うものとして説明した上述の各種制御は、１つのハー
ドウェアが行ってもよいし、複数のハードウェアが処理を分担することで、装置全体の制
御が行われてもよい。
【０１２５】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【０１２６】
　また、上述した実施形態においては、本発明を撮像装置１００に適用した場合を例にし
て説明したが、これはこの例に限定されるものではない。上述の実施形態の高輝度優先モ
ード（ＨＰモード）で適用した撮影時のガンマカーブのように、通常のガンマカーブに比
べて低輝度～中輝度域の階調が低いガンマカーブを適用して撮影された画像を表示するこ
とのできる表示制御装置であれば適用可能である。すなわち、本発明は表示する際の制御
に関するものであり、撮像に関する構成は有していなくともよい。従って、本発明はデジ
タルカメラ、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ、携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、
デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダーなどに適用可
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能である。デジタルカメラには、デジタル一眼レフカメラ、デジタルスチルカメラ、デジ
タルビデオカメラを含むことは言うまでも無い。
【０１２７】
　（その他の実施形態）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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